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ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ル
フ
ァ
ー
ト
著

上
杉
重
三
郎
・
伊
東
勉
共
課

『
ド
イ
ッ
三
月
革
命
の
研
究
』

e

三
月
革
命
の
歴
史
的
問
題
性
は
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る
政
治
的
自
由
主
義
の
展

紹
介
と
批
詐

開
過
程
に
お
い
て
～
更
に
は
そ
0
ト
レ
ー
ガ
ー
と
し
て
の
ド
イ
ツ
・
ブ
ル
ジ
裂

ア
ジ
ー
の
成
長
過
程
に
お
い
て
重
覗
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
の
み
で
な
く
、

ド
イ
ッ
肚
會
主
義
思
想
、
ド
イ
ッ
螢
働
者
運
動
の
観
融
か
ら
み
て
も
、
頗
る

犀
o
話
①
旨
9
ぼ
魯
な
性
格
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
從
來
ド
イ
ッ
史
の
内

在
的
課
題
と
し
て
、
三
月
革
命
に
つ
い
て
は
多
く
の
秀
れ
た
研
究
が
な
さ
れ
て

い
る
。
三
月
革
命
研
究
史
に
關
し
て
は
、
例
え
ば
、
＜
。
＜
包
Φ
暑
一
P
O
Φ
目
圧
－

魯
＄
α
曾
号
暮
8
富
寄
く
o
盲
試
o
ロ
一
撃
畠
や
、
矢
田
俊
隆
教
授
「
一
八

四
八
ー
一
八
四
九
年
の
ド
イ
ッ
革
命
の
研
究
に
つ
い
て
」
（
歴
史
學
研
究
第
一

三
六
號
所
牧
）
に
詳
述
さ
れ
て
あ
り
、
矢
田
教
授
の
い
わ
れ
る
ご
と
く
「
こ
の

よ
う
な
激
情
的
な
そ
し
て
ま
た
切
實
な
出
來
事
に
封
す
る
關
心
は
、
も
と
よ
り

現
實
の
歴
史
そ
の
も
の
の
中
に
深
く
根
ざ
し
、
歴
史
の
推
移
と
共
に
あ
る
い
は

前
面
に
現
れ
、
あ
る
い
は
忘
却
の
彼
方
に
後
退
し
た
。
そ
し
て
ま
た
學
問
的
研

究
自
豊
も
現
貴
的
關
心
の
影
響
下
に
、
次
第
に
方
法
的
深
化
と
封
象
的
擾
大
の

途
を
辿
つ
て
來
た
。
」
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
今
次
大
戦
後
、
間
接
的
に
は
學
問
研
究
の
場
に
お
け
る
自
由
の
再
興
と
、
直

接
的
に
は
草
命
百
年
祭
を
契
機
と
し
て
か
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る
三
月
革
命
研
究

は
活
氣
を
呈
し
て
來
た
感
が
あ
る
。
近
年
の
匡
冨
ε
胃
就
o
ぎ
N
Φ
詳
8
げ
二
酔

に
も
三
月
革
命
關
係
の
論
読
が
若
干
掲
載
さ
れ
て
い
る
し
、
こ
こ
に
そ
の
邦
課

を
紹
介
す
る
O
①
浮
賃
α
警
匡
開
R
ε
詔
①
瞬
β
づ
畠
2
一
a
R
冨
磯
Φ
岳
ロ

島
①
B
O
脚
円
鋤
試
ロ
O
げ
Φ
昌
暑
く
即
ゲ
冒
O
o
げ
O
ロ
一
目
畠
①
弓
α
Φ
g
§
げ
①
昌
閑
Φ
〈
O
置
試
O
巨

一
器
ー
お
｝
国
霞
一
貯
一
誤
漕
以
外
に
も
、
例
え
ば
凶
胃
一
〇
σ
霞
寒
5
豆

国
甘
ゲ
Φ
3
轟
5
画
屡
3
皆
o
芦
国
o
巨
冒
お
8
．
　
U
①
琶
o
ぎ
Φ
旧
∪
す
3
g
岳
－

O
ザ
①
目
＞
團
ご
Φ
一
台
①
㌧
一
冒
含
Φ
圏
図
Φ
＜
O
一
9
6
一
〇
昌
　
く
O
冨
　
一
〇D
“
oo
｝
　
国
Φ
噌
一
一
■
一
〇
㎝
Q
ゆ
●

　
類
㌧
凶
”
5
艮
言
o
こ
　
U
一
①
名
一
昌
零
ゲ
錬
菖
一
魯
Φ
の
霞
q
脚
ε
附
U
Φ
郵
§
ゲ
ー

六
七

（
九
〇
三
）



紹
介
と
批
評

一
聾
畠
畢
胃
N
Φ
一
〇
畠
霞
犀
①
＜
O
ぎ
菖
O
β
一
認
O
O
”
田
Φ
二
『
お
竃
（
こ
の
書
評
は
、

廣
實
源
太
郎
氏
・
西
洋
史
學
田
鰹
”
＜
9
●
図
図
一
く
揚
載
）
等
、
東
濁
に
お
け

る
諸
研
究
や
、
更
に
は
こ
れ
ら
と
併
行
し
て
、
西
濁
に
お
い
て
も
、
ミ
出
ぎ
ご
β

冒
o
ヨ
日
器
豆
O
＆
密
巨
畠
＜
o
屋
譜
害
3
・
高
窪
匿
魯
曾
田
母
閃
霞
廿
－

q
目
ロ
噂
ω
言
詳
瞬
9
0
詳
一
謹
O
●
閑
鼠
o
罵
oo
“
毘
Φ
一
目
曽
昌
豆
oo
o
N
一
箪
Φ
ロ
民

団
o
一
詫
甘
魯
Φ
O
⑦
8
置
o
ゲ
審
α
霞
国
①
＜
o
冒
試
o
ー
一
器
℃
蜜
α
”
o
げ
Φ
ロ
一
謹
O

（
こ
の
書
評
は
、
廣
實
源
太
郎
氏
・
西
洋
史
學
這
㎝
的
矯
く
O
ピ
図
自
掲
載
）
等

の
現
代
的
問
題
意
識
に
立
脚
し
た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
特

に
三
月
革
命
研
究
と
表
題
さ
れ
て
い
な
い
著
述
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
国
ユ
①
阜

昌
o
ゲ
9
ω
Φ
ロ
嚇
　
U
一
Φ
弓
3
晩
α
象
①
亀
Φ
ロ
畠
Φ
百
冨
o
げ
①
μ
b
ま
霞
曾
償
目
仁
孕

ω
ε
詳
晩
曽
0
一
〇
㎝
o
o
。
匡
①
甘
昌
o
ゲ
匡
Φ
崩
ε
コ
U
画
Φ
島
o
g
富
o
げ
①
の
①
一
げ
ロ
σ
－

〈
R
饗
包
言
b
的
一
日
お
D
』
，
90
寓
ど
民
Φ
詳
u
O
Φ
零
冨
魯
8
山
霞
固
8
冒
口
且

冒
曾
詫
g
註
o
昌
①
ン
ω
ε
詳
磯
”
詳
嶺
9
お
よ
び
ト
一
〇
瓢
5
血
霞
＞
び
仁
器
ザ
剴

U
窪
一
跨
毛
Φ
ひ
q
Φ
首
R
2
薗
試
O
シ
閃
①
ユ
ぼ
一
3
一
　
（
こ
の
邦
謬
は
、
道
家
忠

道
、
成
瀬
治
氏
諜
「
ド
イ
ツ
、
歴
史
の
反
省
」
）
の
よ
う
に
、
三
月
革
命
を
そ
の

側
面
か
ら
考
察
し
た
研
究
も
か
な
り
現
れ
て
き
て
い
る
。

　
わ
が
國
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
林
健
太
郎
教
授
「
三
月
革
命
と
肚
會
主
義
」

（
西
洋
史
學
お
鰹
u
＜
9
。
図
H
）
や
、
廣
實
源
太
郎
氏
「
渇
逸
自
由
主
義
の
性

格
」
（
西
洋
史
學
一
〇
貫
＜
o
一
・
≦
）
、
畑
田
重
夫
氏
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
に
お

け
る
指
當
者
内
部
の
矛
盾
と
封
立
－
三
月
革
命
を
め
ぐ
る
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ

ゲ
ル
ス
の
著
作
・
思
想
・
行
動
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
戸
澤
鐵
彦
教
授
還
暦

記
念
論
文
集
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
研
究
」
所
牧
）
等
の
論
説
も
現
れ
て
い
る

し
、
更
に
は
矢
田
俊
隆
教
授
に
よ
つ
て
［
三
月
革
命
前
期
の
代
表
的
思
想
家

図
o
暮
9
F
≦
9
0
冨
♪
O
騨
年
ヨ
嘗
ロ
等
を
取
り
あ
げ
て
そ
の
思
想
内
容
を

六
八

（
九
〇
四
）

明
か
に
し
、
か
つ
相
互
に
比
較
し
つ
つ
現
實
と
の
關
連
に
お
い
て
そ
の
歴
史
的

意
義
を
指
摘
し
、
以
て
一
九
世
紀
前
牛
の
ド
イ
ッ
自
由
主
義
の
性
格
に
つ
い
て
、

若
干
の
立
言
を
導
き
た
い
。
」
と
試
み
ら
れ
た
「
ド
イ
ッ
初
期
自
由
主
義
の
一

考
察
」
（
西
洋
史
學
一
馨
噂
＜
o
一
。
図
≦
昌
八
八
頁
参
照
）
が
「
日
本
西
洋
史

學
會
第
四
同
大
會
報
告
」
に
お
い
て
な
さ
れ
て
お
り
、
叉
、
今
年
五
月
に
開
催

さ
れ
た
「
第
七
同
大
會
報
告
」
で
は
、
同
じ
く
矢
田
教
授
に
よ
つ
て
「
三
月
革

命
の
政
治
過
程
に
冨
け
る
諸
問
題
」
（
日
本
西
洋
史
學
會
第
七
回
大
會
報
告
要

旨
三
五
頁
参
照
）
と
命
題
さ
れ
た
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
後
進
國
家

の
問
題
性
を
内
包
す
る
わ
が
國
で
も
、
漸
衣
「
ド
イ
ッ
三
月
革
命
」
乃
至
は

「
後
進
國
家
に
お
け
る
自
由
、
民
主
主
義
の
問
題
」
に
そ
の
關
心
が
む
け
ら
れ

て
き
て
い
る
。

　
こ
こ
に
紹
介
を
す
る
ベ
ル
リ
ン
の
フ
ン
ボ
ル
ト
大
學
教
授
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
シ

ル
フ
ァ
ー
ト
の
本
書
は
、
こ
の
邦
鐸
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
附
さ
れ
た
「
一
八
四

八
－
四
九
年
ド
イ
ッ
革
命
に
お
け
る
民
主
的
選
學
槽
の
勝
利
と
敗
北
」
（
oo
ざ
ひ
蔓

β
ロ
畠
Z
一
亀
需
冨
磯
①
岳
ロ
盆
目
o
冒
同
斜
怠
8
ぎ
冒
ミ
薗
耳
①
魯
冨
『
島
R

盆
ロ
甫
δ
ぎ
冒
菊
o
ε
置
菖
o
ー
一
認
㌣
お
）
が
そ
の
原
著
名
で
あ
る
。

⇔

　
而
し
て
、
從
來
こ
の
「
三
月
革
命
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
的
に
観
た
場
合
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
コ
一
月
革
命
」
の
衝
撃
に
よ
つ
て
反
感
を
示
し
た
軍

な
る
附
随
的
事
件
に
す
ぎ
ず
、
所
謂
「
未
完
成
な
市
民
革
命
の
典
型
」
と
し
て

取
扱
わ
れ
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
シ
ル
フ
ァ
ー
ト
教
授
は
、
「
普
通
李
等
選
學

権
の
獲
得
は
、
一
八
四
八
年
以
前
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い
ず
れ
の
國

家
に
お
い
て
も
實
現
し
て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
し
、
こ
の
ド
イ
ッ
革
命
に
お



い
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
窯
の
最
左
翼
と
し
て
圏
つ
た
螢
働
者
が
自
己
を
解
放
す

る
た
め
の
中
心
的
な
政
治
的
要
求
の
一
つ
で
あ
つ
た
。
こ
の
と
き
螢
働
者
階
級

は
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
進
歩
的
な
部
分
と
と
も
に
民
主
的
選
撃
権
制
度
の
た
め
の

大
衆
運
動
を
お
こ
な
つ
た
。
」
（
二
頁
）
と
の
べ
、
所
謂
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
の
解

放
闘
雫
運
動
に
覗
織
を
据
え
て
、
「
ド
イ
ッ
革
命
に
お
け
る
民
主
的
選
撃
権
の

た
め
の
圏
雫
は
、
そ
の
當
時
の
政
治
闘
雫
一
般
の
中
心
鮎
の
一
つ
で
あ
つ
た
。

こ
の
闘
雫
は
、
廣
汎
な
大
衆
が
政
治
的
に
い
つ
そ
う
成
熟
し
政
治
権
力
の
獲
得

を
め
ざ
す
闘
箏
の
必
然
性
を
確
信
す
る
こ
と
に
決
定
的
な
寄
與
を
し
た
。
」
（
六

頁
）
の
で
あ
り
、
「
こ
の
よ
う
な
大
衆
運
動
が
存
在
し
た
と
い
う
事
實
は
、
い

ま
ま
で
一
八
四
八
－
四
九
年
の
革
命
を
髄
述
す
る
に
あ
た
つ
て
、
す
り
か
り

見
お
と
さ
れ
て
き
た
か
、
あ
る
い
は
わ
ず
か
に
不
十
分
な
注
意
し
か
彿
わ
れ
な

か
つ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
こ
の
ド
イ
ッ
革
命
の
観
察
者
は
、
右
の
事
實
に

注
親
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
あ
ら
ゆ
る
史
料
を
利
用
す
る
た
め
の

可
能
性
を
十
分
に
も
つ
て
い
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
時
代
の
制
約
が
こ
こ
に

働
い
て
い
る
。
一
八
四
八
－
四
九
年
の
ド
イ
ッ
革
命
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
ハ
ン

ス
・
ブ
ル
ー
ム
『
一
八
四
八
－
四
九
年
の
ド
イ
ツ
革
命
』
（
一
八
九
八
年
刊
）

に
は
じ
ま
つ
て
、
ヴ
ァ
イ
ト
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
『
吋
八
四
八
ー
四
九
年
ド
イ

ッ
革
命
史
』
（
一
九
三
一
年
刊
）
お
よ
び
ル
ー
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
ー
デ
ル
マ
ン

『
一
八
四
八
年
革
命
の
肚
會
政
治
史
』
（
一
九
四
九
年
刊
）
に
い
た
る
螢
作
が
存

在
す
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
螢
作
は
多
か
れ
少
か
れ
こ
の
意
義
深
い
事
態
を

見
逃
し
て
い
る
。
」
（
二
頁
）
の
で
あ
る
し
、
特
に
、
　
一
ブ
ル
ジ
ョ
ア
史
家
ヴ
イ

ル
ヘ
ル
ム
・
モ
ム
ゼ
ン
の
最
近
の
著
書
『
一
八
四
八
f
一
八
四
九
年
の
歴
史
へ

の
寄
與
』
は
『
ド
イ
ッ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
能
力
と
そ
の
限
界
』
と
い
う
表

題
が
つ
け
て
あ
る
が
、
そ
の
選
學
権
に
か
ん
す
る
章
の
中
で
、
と
く
に
こ
の
黙

紹
介
と
批
詐

に
つ
い
て
誤
つ
た
見
解
を
示
し
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
モ
ム
ゼ
ン
は
、
二
八
四

八
年
三
月
に
は
選
學
槽
問
題
の
重
要
性
を
人
々
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
感
づ
い
て
い

な
か
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
民
衆
に
つ
い
て
は
全
く
あ
て

は
ま
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
」
と
主
張
し
て
い
る
。
著
者
は
、
所
謂
、
階
級
史

観
に
基
ず
い
て
、
無
産
階
級
の
選
撃
灌
獲
得
闘
雫
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
い
て
本
書

を
左
の
．
こ
と
く
構
成
し
て
い
る
。

　
ω
三
月
革
命
前
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
選
學
権
史

　
ω
フ
ラ
ン
ス
ニ
月
革
命
に
お
け
る
民
主
的
選
學
権
蓮
動
の
勝
利

　
⑧
ド
イ
ッ
三
月
革
命
の
前
夜

　
㈲
三
月
革
命
よ
り
合
同
州
會
召
集
に
至
る
間
の
民
主
的
選
學
法
實
施
の
た
め

の
闘
雫
、
と
く
に
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
つ
い
て

　
⑤
プ
ロ
イ
セ
ン
の
新
選
撃
法
と
そ
の
結
果

　
⑥
準
備
議
會
に
お
け
る
選
學
権
問
題
の
審
議

　
ω
ド
イ
ッ
お
よ
び
プ
ロ
イ
セ
ン
國
民
議
會
選
撃
の
結
果
と
成
果

　
⑧
ド
イ
ッ
諸
國
に
お
け
る
選
學
権
蓮
動
と
選
撃
権
論
撃

　
⑨
ブ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
け
る
民
主
的
選
學
権
に
反
封
す
る
反
動
の
開
始

　
㈲
ド
イ
ッ
國
民
議
會
憲
怯
委
員
會
の
選
撃
法
草
案

　
α
D
ド
イ
ッ
の
世
論
は
選
學
法
案
を
ど
の
よ
う
に
受
取
つ
た
か

　
働
ド
イ
ツ
國
民
議
會
に
お
け
る
選
學
権
論
雫
お
よ
び
ド
イ
ッ
帝
國
選
學
法
の

成
立
　
⑬
一
八
四
九
年
春
プ
・
イ
セ
ン
に
お
け
る
民
主
的
選
學
権
排
除
の
諸
計
董

　
αの
三
級
選
暴
櫨
に
か
ん
す
る
審
議

　
⑮
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
三
級
選
學
法
の
實
施

個
民
主
主
義
者
と
三
級
逡
學
法

六
九

（
九
〇
五
）



紹
介
と
批
誇

αη

三
級
選
撃
法
に
よ
る
第
一
同
選
學
と
そ
の
結
果

目

　
総
括
的
に
評
す
る
な
ら
ば
、
從
來
の
該
研
究
に
お
い
て
等
閑
覗
さ
れ
た
り
、

或
い
は
時
代
的
制
約
の
た
め
に
照
明
を
與
え
ら
れ
な
か
つ
た
分
野
の
諸
問
題

に
、
著
者
は
積
極
的
に
、
且
叉
豊
富
な
史
料
を
躁
作
し
つ
つ
詳
細
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
、
そ
の
成
果
は
か
な
り
許
債
さ
れ
て
い
い
と
思
う
。
著
者
自
ら
も
の
べ
て

い
る
よ
う
に
「
史
料
の
利
用
が
困
難
で
あ
る
た
め
に
、
ド
イ
ッ
諸
國
す
べ
て
に

わ
た
つ
て
ひ
ろ
く
論
ず
る
こ
と
は
で
き
ず
」
そ
の
故
に
、
「
と
く
に
プ
ロ
イ
セ

ン
お
よ
び
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
の
過
程
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
」
の
で
あ

る
が
、
三
月
革
命
の
政
治
過
程
の
特
質
は
、
著
者
の
限
定
し
た
範
園
に
最
も
テ

ィ
ピ
カ
ル
に
現
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
然
し
、
「
普
通
李
等
選

學
権
が
、
一
八
四
八
年
の
春
に
ド
イ
ッ
で
立
法
化
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
大
ブ

ル
ジ
ョ
ア
自
由
主
義
者
や
三
月
革
命
以
前
の
支
配
権
力
者
な
ど
の
洞
察
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
て
、
参
政
槽
を
螢
働
者
と
民
主
主
義
的
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
，
と
が
無

條
件
的
に
要
求
し
た
こ
と
の
み
に
よ
る
の
で
あ
つ
た
。
彼
ら
の
闘
畢
は
、
民
主

的
選
學
権
に
た
い
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ラ
：
、
國
王
、
國
王
に
仕
え
る
官
僚
、
封

建貴

族
た
ち
の
反
封
を
う
ち
破
つ
た
。
」
（
三
九
七
頁
）
と
断
定
し
て
お
り
、
さ

ら
に
、
「
一
八
四
九
年
に
お
け
る
五
月
蜂
起
で
民
主
勢
力
が
敗
北
し
た
の
ち
に

反
動
が
ま
ず
最
初
の
仕
事
と
し
て
普
通
李
等
選
學
灌
を
除
去
し
よ
う
と
し
た
事

賞
は
、
反
動
勢
力
が
こ
の
選
學
槽
を
存
績
さ
せ
て
も
何
の
利
釜
も
得
ら
れ
な
い

で
、
か
え
つ
て
、
最
大
の
損
害
を
う
け
る
の
を
恐
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
プ
ロ
イ
セ
ソ
の
反
革
命
勢
力
が
普
通
選
學
櫃
一
般
に
あ
え
て
手
を
燭

れ
よ
う
と
は
し
な
い
で
、
段
階
的
逡
學
を
も
つ
て
李
等
の
選
學
槽
と
お
き
か
え

七
〇

（
九
〇
六
）

た
と
い
う
事
實
は
、
反
革
命
の
勝
利
の
の
ち
に
も
普
通
選
學
権
思
想
が
國
民
大

衆
の
あ
い
だ
に
↓
っ
か
り
根
を
お
ろ
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」
（
四
〇

〇
頁
）
と
結
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
著
者
の
指
摘
の
よ
う
に
、
三

月
革
命
の
政
治
過
程
に
お
い
て
、
ド
イ
ッ
螢
働
者
階
級
は
そ
の
よ
う
な
成
熟
期

に
入
つ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
す
な
わ
ち
、
G
・
ル
カ
ー
チ
も
そ
の
著
「
U
δ

N
Φ
塗
＆
㌧
旨
磯
畠
忠
＜
①
旨
琶
2
＞
亀
げ
讐
－
＜
①
巨
謂
】
W
曾
一
旦
一
〇
9
」
に

の
べ
て
い
る
ご
と
く
、
「
ド
イ
ッ
で
の
い
か
な
る
革
命
も
、
實
際
の
農
業
改
革

を
も
た
ら
さ
な
か
つ
た
し
、
小
邦
へ
の
分
立
化
を
眞
創
に
取
扱
お
う
と
し
な
か

つ
た
し
、
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
け
る
ユ
ソ
カ
：
支
配
を
實
際
に
ぐ
ら
つ
か
せ
る
こ

と
も
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
」
し
、
「
ド
イ
ッ
の
李
民
的
諸
階
暦
は
、
こ
の
時
期

に
は
彼
ら
の
利
釜
を
革
命
的
な
道
に
お
い
て
か
ち
と
る
カ
を
も
つ
て
い
な
か
つ

た
。
そ
れ
故
必
要
に
迫
ら
れ
た
脛
濟
的
・
肚
會
的
前
進
は
、
封
外
政
策
上
の
諸

關
係
の
匿
力
の
下
で
威
立
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
支
配
階
級
の
要
協
と
し
て

成
立
し
た
も
の
か
ど
ち
ら
か
で
あ
つ
た
。
」
の
が
現
状
で
は
な
か
つ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
所
謂
「
國
家
と
市
民
吐
會
の
分
離
封
立
」
が
、
未
完
威
の
ま
ま

三
月
市
民
革
命
の
政
治
過
程
に
突
入
し
た
後
進
國
家
ド
イ
ッ
に
お
い
て
は
、
市

民
吐
會
内
部
に
お
け
る
階
級
封
立
の
鏡
角
化
が
シ
ル
フ
ァ
！
ト
教
授
の
主
張
ほ

ど
明
確
に
顯
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
ρ
著
者
も
、
そ
の
結
語
の
一
と
し
て

「
ド
イ
ッ
革
命
の
敗
北
を
全
髄
的
に
読
明
す
る
と
こ
ろ
の
原
因
、
す
な
わ
ち
、

な
に
よ
り
も
ま
ず
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
裏
切
と
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
暦
の
無
能
と

が
、
同
様
に
ま
た
民
主
的
選
學
穫
の
敗
北
の
原
因
に
も
な
つ
て
い
る
。
」
（
四
〇

〇
頁
）
と
い
つ
て
い
る
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
裏
切
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
無

能
力
は
、
裏
側
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
「
ド
イ
ッ
資
本
主
義
の
後
進
性
と
そ
の
悲

劇
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
基
礎
杜
會
に
お
い
て
、
螢
働
者
階
級
の
み
が



「
前
衛
意
識
」
、
「
進
歩
的
民
主
思
想
」
を
捲
つ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。

　
こ
の
紹
介
に
お
い
て
は
、
個
々
の
問
題
に
鰯
れ
な
い
が
、
全
髄
を
通
讃
し
て

の
印
象
は
、
飴
り
に
も
階
級
史
観
の
通
弊
で
あ
る
「
公
式
論
」
的
割
切
り
方
が

眼
に
つ
く
し
、
勢
働
者
大
衆
勢
力
の
過
大
評
贋
が
顯
著
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

嘗
て
、
ナ
チ
ズ
ム
支
配
饅
制
下
に
お
い
て
は
、
「
血
」
「
民
族
」
と
い
う
ミ
ト
ス

的
理
念
が
現
實
具
睦
的
に
過
大
評
債
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
現
下
の
東
ド
イ
ツ

膣
制
下
に
あ
つ
て
は
、
勢
働
者
大
衆
と
い
う
ミ
ト
ス
が
、
支
配
的
理
念
に
な
つ

て
、
パ
；
ス
ペ
ク
テ
ィ
ー
ブ
を
固
定
化
せ
し
め
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
昭
和
三
十
一
年
四
月
・
目
本
評
論
新
杜
　
九
〇
〇
圓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
多
田
眞
鋤
）

執
筆
者
紹
介

中
村
菊
男
　
法
學
部
激
授
　
日
本
政
治
史
、
政
治
學

田
　
中

石
川

實
　
　
法
學
部
教
授
　
　
民
法

忠
雄
　
法
學
部
教
授
　
中
國
政
治
史

石
井
　
良
博
　
　
法
學
部
助
教
授
　
　
政
治
思
想
史

多
田
　
眞
鋤
，
　
法
學
部
助
教
授
　
　
政
治
學

中
村

勝
範
　
　
法
學
部
副
手
　
　
日
本
政
治
思
想
史
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